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　小国町地産地消推進協議会による食育教室が、11月
20日、おぐに保育園で行われました。年長児の皆さん
が小国産のお米と雑穀を用いたおにぎりづくりに挑戦し、
自分で作ったおにぎりをおいしくいただきました。

～おにぎりづくり楽しいね～
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冬季の安全、安心な暮らしを支える

　本町は、昨年、おととしと２年続けて平年を上
回る積雪を観測しました。国内屈指の豪雪地帯で
ある本町において、冬の安全、安心な生活を確保
していくためには、国、県、町などの行政による
除雪だけでなく、地域における助け合いや支え合
い、民間と行政が一体となった取り組みも大切で
す。今月は、本町の冬の暮らしを守る雪対策の現
状をお知らせし、その重要性を考えます。

雪
除除
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２
年
連
続
の
豪
雪

　

山
形
地
方
気
象
台
小
国
観
測

所
（
大
宮
）
の
観
測
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
平
成
23
年
２
月
１
日
に

２
１
９
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
平
成

24
年
２
月
４
日
に
は
、
２
４
７
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
を
観
測

し
、
同
観
測
所
の
２
月
の
平
年
値

（
１
６
２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
を

大
き
く
上
回
る
、
２
年
連
続
の
豪

雪
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
町
民
の
安
全
、
安
心

な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
た
め
、
小

国
町
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
雪
崩
な
ど

の
雪
害
防
止
や
高
齢
者
世
帯
の
安

全
確
認
、
公
共
施
設
等
の
除
雪

対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
雪

に
関
す
る
情
報
提
供
を
積
極
的
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
町
内
で
は
、
雪
下
ろ

し
中
の
事
故
や
農
業
用
施
設
が
倒

壊
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
山
形
県
内
に
お
い
て

も
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
多
数

の
死
傷
者
が
出
た
ほ
か
、
数
多

く
の
建
物
被
害
、
農
林
水
産
関
係

に
被
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
深
刻

な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
特

に
、
平
成
24
年
の
豪
雪
は
、
死
者
、

死
傷
者
と
も
に
昭
和
50
年
以
降
最

多
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
平

成
24
年
度
、
山
形
県
で
は
、
雪
対

策
基
本
計
画
を
改
訂
し
た
ほ
か
、

雪
対
策
行
動
計
画
を
策
定
す
る
な

ど
、
豪
雪
に
よ
る
被
害
状
況
や
社

会
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
対
策
を

進
め
て
い
ま
す
。

町
の
道
路
除
雪
体
制

　

本
町
は
、
広
大
な
町
土
に
集
落

が
点
在
し
、
国
道
、
県
道
、
町
道

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
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め
、
国
、
県
、
町
と
が
情
報
を
共

有
し
、
効
果
的
、
効
率
的
な
除
雪

体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
本
年
度
、
ロ
ー
タ

リ
ー
除
雪
車
２
台
を
更
新
し
除
雪

車
40
台
体
制
で
、
３
２
９
路
線
、

延
長
１
１
４
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
道
路
除
雪
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
加
え
て
、
今
冬
か
ら
、

除
雪
車
出
動
の
基
準
と
な
る
降
雪

量
を
、
安
全
な
町
民
生
活
を
確
保

す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
20
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
15
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
に
見
直
し
ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
を
支
え
る

「
高
齢
者
暮
ら
し
応
援
事
業
」

　　

本
町
の
高
齢
化
率
は
33
・
３
％

（
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）
と

な
り
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯

や
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
平
成
24

年
の
豪
雪
時
は
、
県
内
の
死
傷
者

の
約
６
割
が
60
歳
以
上
の
か
た
で

あ
り
、
高
齢
者
を
巻
き
込
む
雪
の

事
故
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

豪
雪
年
に
お
け
る

　

気
象
台
小
国
観
測
所

観
測
デ
ー
タ

11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月

S49.2.13　310cmS38.2.1　290cm

H24.2.4　247cm

（㎝）

（年度）
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ま
す
。
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
の
役

員
、
会
員
は
町
内
各
地
区
に
お
り

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
た
ち

の
地
域
に
対
し
て
目
配
り
を
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
町
民
ひ

と
り
一
人
が
、
地
域
を
見
守
り
な

が
ら
、
冬
の
安
全
、
安
心
に
取
り

組
む
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

住
民
主
体
の
雪
対
策

　　

家
屋
が
密
集
す
る
町
中
心
部
の

除
排
雪
対
策
の
一
つ
と
し
て
自
然

の
流
水
の
作
用
を
利
用
し
て
雪
を

い
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
高
齢
者

世
帯
の
除
雪
中
の
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
は
、
地
域
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

　

町
で
は
、
自
力
で
除
雪
作
業
が

で
き
な
い
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
等
を
対
象
と
し
て
、
屋
根
の
雪

下
ろ
し
や
住
宅
周
辺
の
除
排
雪
に

要
す
る
経
費
を
支
援
す
る
「
高
齢

者
暮
ら
し
応
援
事
業
」
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
民
生
委
員
の

か
た
が
た
が
、
高
齢
者
世
帯
の
訪

問
調
査
を
行
い
、
対
象
世
帯
を
確

認
し
た
う
え
で
、
除
雪
を
行
う
生

活
援
助
員
の
派
遣
を
行
い
ま
す
。

生
活
援
助
員
は
、
町
の
委
託
先
で

あ
る
小
国
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
お
い
て
は
、

１
５
７
世
帯
が
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ひ
と
冬
一
人
当
た
り
の
派
遣

流
す
流
雪
溝
は
、
と
て
も
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
た

だ
、
取
水
量
に
は
限
り
が
あ
る
た

め
、
安
全
に
最
大
の
効
果
を
あ
げ

る
た
め
に
は
、
利
用
者
が
一
体
と

な
っ
て
互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

町
内
に
は
、
小
坂
町
流
雪
溝
利

用
組
合
、
幸
町
流
雪
溝
組
合
、
町

岩
地
区
の
各
流
雪
溝
組
合
が
加
盟

し
て
い
る
町
岩
流
雪
溝
組
合
連
合

会
が
組
織
さ
れ
、
流
雪
溝
を
安
全

に
効
果
的
に
使
用
で
き
る
よ
う
主

体
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

同
連
合
会
の
八
幡
昇
会
長
は
、

「
私
た
ち
の
連
合
会
に
は
、
12
の

組
合
（
約
３
４
０
世
帯
）
が
加
入

し
て
い
ま
す
。
組
合
員
自
ら
が
水

路
の
点
検
を
し
て
お
り
、
破
損
個

所
が
な
い
か
、
水
位
は
適
切
か
、

ゴ
ミ
が
詰
ま
っ
て
い
な
い
か
な
ど

を
確
認
し
合
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
年
、
全
組
合
員
に
会
報
を

発
行
し
、
流
雪
溝
を
安
全
に
使
用

す
る
た
め
に
、
①
金
網
を
外
さ
な

い
で
雪
を
投
入
す
る
こ
と
、
②
水

が
流
れ
て
い
な
い
と
き
や
赤
旗
が

立
っ
て
い
る
と
き
は
雪
を
い
れ
な

い
こ
と
、
③
大
雪
や
気
温
の
低
い

と
き
は
投
雪
量
を
半
分
に
す
る

時
間
は
24
時
間
を
上
限
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
冬
の
積
雪
状
況
等

を
考
慮
し
、
豪
雪
時
に
は
時
間
数

を
増
や
す
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
新
野
八
郎
兵
衛

理
事
長
は
、「
平
成
15
年
度
か
ら

町
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
生
活
援

助
員
の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
雪
に
な
る
と
き
は
、
除
雪
の

依
頼
が
集
中
し
ま
す
が
、
こ
れ
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
当
セ
ン

タ
ー
登
録
会
員
の
う
ち
、
除
雪
作

業
に
従
事
し
て
い
る
か
た
約
40
人

と
、
冬
季
の
み
従
事
し
て
い
た
だ

く
賛
助
会
員
約
１
０
０
人
の
計
約

１
４
０
人
の
体
制
で
対
応
し
て
い

ま
す
。
昨
年
の
よ
う
に
豪
雪
年
だ

と
、
３
日
程
度
待
っ
て
い
た
だ
い

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

後
と
も
、
利
用
者
の
要
請
に
速
や

か
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

町中心部の雪処理に重要な役割を持つ流雪溝

町岩地区流雪溝組合連合会
八 幡 　 昇 会長

小国町シルバー人材センター
新野八郎兵衛理事長
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の
国
鉄
小
国
保
線
区
調
べ
）
を
観

測
し
た
「
38
豪
雪
」
で
は
、
当
時

唯
一
の
他
町
へ
の
交
通
手
段
で

あ
っ
た
国
鉄
米
坂
線
が
、
雪
の
た

め
10
日
間
に
わ
た
り
運
休
し
、
小

国
町
は
文
字
通
り
「
陸
の
孤
島
」

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
契
機
と
し
て
昭
和

39
年
に
町
中
心
部
の
住
民
が
中
心

と
な
り
組
織
さ
れ
た
の
が
、
小

国
町
除
雪
協
力
会
で
す
。
そ
れ
以

来
、
民
間
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
雪
対
策
に
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
き
て
い
ま
す
。

　

町
道
は
町
が
除
雪
し
て
い
ま
す

が
、
地
域
で
一
斉
に
屋
根
や
家
の

周
り
の
除
雪
を
し
、
排
雪
す
る
場

合
な
ど
に
は
、
町
と
協
力
会
の
車

両
が
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

除
雪
協
力
会
の
髙
橋
清
人
会
長

は
、「
町
中
心
部
で
排
雪
す
る
際

に
は
、
町
の
除
雪
車
で
雪
を
ダ
ン

プ
に
積
み
込
み
ま
す
が
、
こ
の
ダ

ン
プ
に
よ
る
排
雪
経
費
は
、
当
協

力
会
の
負
担
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
事
業
は
、
町
中

心
部
に
居
住
す
る
約
１
１
０
０
世

帯
と
、
約
60
の
商
店
や
事
業
所
か

ら
い
た
だ
い
た
協
力
金
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
昨
冬
は
、
豪
雪
で

し
か
も
低
温
が
続
い
た
こ
と
も
あ

り
、
事
業
費
は
例
年
の
約
２
倍
に

な
り
ま
し
た
が
、
当
会
の
除
雪
基

金
を
繰
り
入
れ
て
運
営
し
、
冬

を
乗
り
越
え
ま
し
た
。
今
後
も
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
も

と
、
効
果
的
、
効
率
的
な
除
排
雪

体
制
を
確
保
し
、
冬
季
の
快
適
な

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

冬
季
の
安
全
安
心
な

生
活
の
確
保
に
向
け
て

　

今
回
、
紹
介
し
た
取
り
組
み
の

ほ
か
に
も
、
小
国
高
校
の
町
岩
東

地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
し
て
い
る
、

小
国
高
校
生
に
よ
る
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
助

け
合
い
、
支
え
合
い
の
取
り
組
み

が
み
ら
れ
ま
す
。

　

本
町
に
と
っ
て
永
遠
の
課
題
と

も
い
え
る
雪
対
策
で
す
が
、「
38

豪
雪
」
な
ど
で
直
面
し
た
困
難
を

乗
り
越
え
て
き
た
先
人
の
知
恵
や

技
術
、
互
助
の
精
神
が
今
も
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
冬
季
の
住
民
生
活
の

安
全
、
安
心
を
確
保
し
て
い
く
た

め
、
国
、
県
と
連
携
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
、
効
果
的
、
効
率
的
な

除
雪
体
制
の
確
立
に
努
め
て
い
く

と
と
も
に
、
高
齢
化
の
実
態
を
踏

ま
え
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
を
含
め
た
、
き
め
細
や
か
な
除

雪
環
境
の
構
築
を
図
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
と
、
④
流
雪
溝
に
は
ゴ
ミ
を
流

さ
な
い
こ
と
、
⑤
事
故
防
止
の
た

め
、
使
用
後
は
必
ず
フ
タ
を
す
る

こ
と
な
ど
の
留
意
点
を
記
載
し
、

住
民
へ
の
理
解
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
町
、
地
域
と
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
安
全
に
雪
処

理
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

　　

昭
和
38
年
２
月
１
日
、
４
４
５

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
（
当
時

小国町除雪協力会
髙 橋 清 人 会長

「３８豪雪」当時の中央通り

民間と行政が連携した除排雪の取り組み
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紅
葉
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
の
開
催
に

尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
陸
上
競

技
を
通
じ
た
少
年
の
健
全
育
成
、

本
町
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

小
国
町
剣
友
会

　

長
年
に
わ
た
り
、
白
い
森
剣
道

大
会
の
開
催
に
尽
力
さ
れ
る
と
と

も
に
、
剣
道
を
通
じ
た
少
年
の
健

全
育
成
と
本
町
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

永  

年  

勤  

続  

表  

彰

駐
在
員
（
10
年
以
上
）

　

渡
部　

要
一　

氏
（
叶
水
）

文
化
財
調
査
委
員
（
15
年
以
上
）

　

齋
藤　

康
男　

氏
（
岩
井
沢
）

　

藤
田　

榮
一　

氏
（
小
玉
川
）

農
業
振
興
組
合
長
（
10
年
以
上
）

　

伊
藤　

忠
雄　

氏
（
北
）

　

塚
原　

四
郎　

氏
（
舟
渡
）

　

小
池　

啓
一　

氏
（
今
市
）

　

安
部
新
太
郎　

氏
（
長
沢
）

　

髙
橋　

潤
一　

氏
（
叶
水
）

　

遠
藤　
　

昭　

氏
（
白
子
沢
）

地
域
資
源
を
活
用
し
た
町
お
こ
し

や
観
光
交
流
に
尽
力
さ
れ
、
商
業

を
中
心
と
し
た
地
域
振
興
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

小
国
町
陸
上
競
技
協
会

　

長
年
に
わ
た
り
、
サ
マ
ー
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
運
営
や
飯
豊
連
峰

　
　

功  

労  

表  

彰

加　

藤　
　

功　

氏
（
緑
町
）

　

平
成
４
年
か
ら
平
成
24
年
ま
で

20
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
小
国
町

商
工
会
長
と
し
て
中
心
商
店
街
の

活
性
化
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

　

小
国
町
文
化
祭
が
、
10
月
27
日

の
沖
小
古
田
歌
舞
伎
合
同
公
演
を

皮
切
り
に
、
11
月
５
日
ま
で
の
期

間
、
町
民
体
育
館
な
ど
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
書
道
や
生
け
花
、

陶
芸
な
ど
の
町
民
手
づ
く
り
の

作
品
が
数
多
く
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、

町
内
愛
好
団
体
な
ど
の
歌
や
踊
り
、

民
謡
な
ど
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
体
育
館
に
は
、
書
道

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
真
剣
な
表
情
で
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

小
国
町
文
化
の
日
表
彰
式
を
11
月
３
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
、
本
町
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
10
個
人
、
２
団
体
を
表

彰
し
ま
し
た
。
表
彰
内
容
と
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
功
績
の
あ
っ
た
か
た
が
た
を
表
彰

小
国
町
文
化
の
日
表
彰
式

芸
術
文
化
に

　
　

親
し
み
ま
し
た

　

〜
小
国
町
文
化
祭
〜
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平
成
24
年
第
９
回
小
国
町
議
会

臨
時
会
が
10
月
26
日
に
、
第
10
回

小
国
町
議
会
臨
時
会
が
11
月
26
日

に
そ
れ
ぞ
れ
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
等
が
審
議
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

第
９
回
臨
時
会

■
専
決
処
分
の
承
認

　

小
国
町
名
誉
町
民
、
元
小
国
町

長
の
故
今
周
一
郎
氏
の
合
同
葬
執

行
に
係
る
所
要
額
を
追
加
す
る
内

容
の
専
決
処
分
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

■ 

新
小
国
小
学
校
木
質
チ
ッ
プ

 
ボ
イ
ラ
ー
導
入
経
費
を
追
加

　

小
国
小
学
校
改
築
工
事
に
関
連

し
、
校
舎
内
の
暖
房
、
校
舎
周
り

の
消
雪
等
の
熱
源
と
し
て
整
備
を

予
定
し
て
い
た
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ

ラ
ー
設
備
に
つ
い
て
、
社
団
法
人

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
協
議
会

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
利
用

加
速
化
支
援
対
策
補
助
金
」
の
採

択
が
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
事
業

着
手
す
る
こ
と
と
し
、
導
入
に
要

す
る
経
費
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
２
８
０
０
万
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
同
会
計
予
算

総
額
は
、
74
億
４
０
３
万
５
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

第
10
回
臨
時
会

■
専
決
処
分
の
承
認

　

12
月
16
日
に
執
行
さ
れ
る
衆
議

院
議
員
総
選
挙
の
所
要
額
を
追
加

す
る
内
容
の
専
決
処
分
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

■
コ
バ
レ
ン
ト
マ
テ
リ
ア
ル
㈱

 

所
有
資
産
を
購
入

　

経
営
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る

コ
バ
レ
ン
ト
マ
テ
リ
ア
ル
㈱
か
ら

の
要
請
を
受
け
、
同
社
が
所
有
す

る
「
若
竹
寮
」
及
び
「
第
四
駐
車

場
」
を
購
入
す
る
こ
と
と
し
、
所

要
額
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
６
億
４
０
５
０
万

円
を
追
加
し
補
正
後
の
同
会
計
予

算
総
額
は
80
億
５
４
２
２
万
２
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

司
法
書
士
の
舟
山
健
蔵
さ
ん
（
越
中

里
）
が
、
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
舟
山
さ
ん
は
、
幼
少
時
の
病
気
の

影
響
で
、
右
上
下
肢
に
麻
痺
の
障
が
い

を
抱
え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
大
学
に

進
学
し
働
き
な
が
ら
司
法
書
士
資
格
を

取
得
し
開
業
。
司
法
書
士
と
し
て
、
広

く
住
民
の
信
頼
を
集
め
る
と
と
も
に
、

障
が
い
者
の
地
位
向
上
に
も
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
受
章
は
、
業
務

に
精
通
し
、
他
の
模
範
と
な
る
取
り
組

み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

更
生
保
護
女
性
会
会
員
の
後
藤
弘
子

さ
ん
（
緑
町
）
に
、
法
務
大
臣
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
藤
さ
ん
は
、
更
生
保
護
女
性
会
の

会
員
と
し
て
、
27
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
地
域
社
会
の
犯
罪
、
非
行
の
未
然

防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
や
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、

今
回
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
９
回
・
第

第
９
回
・
第
1010
回回

　

小
国
町
議
会

　

小
国
町
議
会

臨臨    

時時    

会会

後
藤
弘
子
さ
ん
に　

　
　
　
　

法
務
大
臣
感
謝
状

舟
山
健
蔵
さ
ん
が　

　
　
　
　

黄
綬
褒
章
を
受
章
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公
示
と
投
票
日

　

■
公
示
日　

12
月
４
日
㈫

　

■
投
票
日　

12
月
16
日
㈰

投
票
で
き
る
か
た

　

■ 

投
票
日
当
日
で
満
20
歳
以
上

の
か
た
（
平
成
４
年
12
月
17

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
）

　

■ 

平
成
24
年
９
月
３
日
以
前
か

ら
小
国
町
に
住
所
を
有
す
る

か
た

投  

票  

方  

法

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
小
選

挙
区
選
挙
と
比
例
代
表
選
挙
の
２

つ
の
投
票
と
な
り
ま
す
。
小
選
挙

区
は
「
候
補
者
名
」
を
、
比
例
代

表
選
挙
は
「
政
党
名
」
を
そ
れ
ぞ

れ
投
票
用
紙
に
記
入
し
て
投
票
し

ま
す
。
ま
た
、
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
も
実
施
さ
れ
、
計
３

回
の
投
票
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。期

日
前
投
票
は
12
月
５
日
か
ら

　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
、
買
い

物
、
レ
ジ
ャ
ー
等
で
不
在
に
な
る

か
た
は
、
期
日
前
投
票
を
し
ま

し
ょ
う
。
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
お
手
元
に
な

い
か
た
は
、
投
票
所
で
係
員
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

会
場
①
役
場
２
階
ラ
ウ
ン
ジ

■ 

期
間

12
月
５
日
㈬
か
ら
12
月
15
日
㈯

ま
で

※ 

国
民
審
査
は
12
月
９
日
㈰
か
ら

と
な
り
ま
す
。
５
日
㈬
か
ら
８

日
㈯
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

・
町
立
病
院

　

・  

介
護
老
人
保
健
施
設

　
　

温
身
の
郷

　

・ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　

さ
い
わ
い
荘

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
や

不
在
者
投
票
の
代
理
記
載
制
度

　

身
体
障
害
者
手
帳
や
介
護
保
険

の
被
保
険
者
証
の
交
付
を
受
け
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
か
た

は
、「
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
」

や
「
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

代
理
記
載
制
度
」
を
利
用
で
き
ま

す
。

　

郵
便
に
よ
る
投
票
を
さ
れ
る
際

は
、
事
前
に
郵
便
等
投
票
証
明
書

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
目
に
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

☆ 

投
票
所
、
投
票
時
間
は
、
事
前

に
配
布
さ
れ
る
入
場
券
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

開
票
は
即
日
開
票

■
開
票　

12
月
16
日
㈰

　
　
　
　

午
後
９
時
か
ら

■
場
所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
合
先　

選
挙
管
理
委
員
会

　
（
☎
62
―
２
１
１
２
）
へ

　

12
月
16
日
㈰
は
、
第
46
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
日

で
す
。
こ
の
選
挙
は
、
国
民
の
声
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
た

め
の
大
事
な
選
挙
で
す
。
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
８
時
ま
で

会
場
②
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　

森
の
ホ
ー
ル

■
期
日　

12
月
12
日
㈬

■ 

時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

各
種
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

■ 

町
外
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
か
た

の
不
在
者
投
票

　

住
所
は
小
国
町
内
に
有
す
る
が
、

仕
事
や
学
業
な
ど
の
た
め
町
外
に

滞
在
し
て
い
る
か
た
は
、
現
在
お

住
ま
い
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
不
在
者
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
手
続
き
が
必
要
で
す

の
で
、
お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
等
で
の
不

在
者
投
票

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
し
た
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等

の
施
設
に
入
院
又
は
入
所
さ
れ
て

い
る
か
た
は
、
そ
の
施
設
で
申
し

出
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
施
設
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

町
内
で
は
、
次
の
施
設
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

12
月
16
日
㈰
は
第
46
回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
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11
月
３
日
は
文
化
の
日
、
小
国

町
で
は
毎
年
「
文
化
の
日
表
彰

式
」
を
挙
行
し
て
い
ま
す
。
小
国

町
の
発
展
や
住
民
福
祉
の
向
上
に

貢
献
さ
れ
た
か
た
が
た
を
表
彰
し
、

ご
労
苦
を
ね
ぎ
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
報
紙
面
で
も
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
、
社
会
福
祉

を
は
じ
め
と
し
た
各
分
野
で
の
大

き
な
顕
彰
、
表
彰
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道

一
筋
に
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
姿
に

頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
業
分
野
で
二
つ
の

大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
宮
中
行
事
で
あ
る
新に

い
な
め嘗

祭
に
、
山
形
県
を
代
表
し
て
田
沢

頭
の
石
垣
正
憲
さ
ん
の
精
米
と
、

大
石
沢
の
山
口
満
さ
ん
の
精
粟
が

献
上
さ
れ
ま
し
た
。
小
国
町
か
ら

は
、
昭
和
57
年
以
来
、
30
年
ぶ
り

の
献
穀
で
あ
り
、
私
も
両
ご
夫
妻

と
一
緒
に
皇
居
に
参
内
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
大
変
名
誉
な

こ
と
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
和
牛
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
も
言
わ
れ
る
５
年
に
１
回

の
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が
10
月
に

長
崎
県
佐
世
保
市
で
開
催
、
山
形
県

代
表
と
し
て
町
原
の
渡
部
初
男
さ
ん

の
「
み
れ
か
つ
号
」
が
出
品
さ
れ
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
「
倦
ま
ず
弛
ま
ず
」
一
心
に
励
ん

で
こ
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
ご
労
苦
に
改

め
て
敬
意
を
表
し
、
心
か
ら
お
祝
い

を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
こ
う
し
た
と
き
に
町
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
め
ぐ
り
合
わ

せ
に
感
謝
し
、
町
長
と
し
て
「
こ
の

一
筋
に
つ
な
が
る
」
よ
う
努
力
す
る

こ
と
を
心
に
誓
い
ま
し
た
。

倦う

ま
ず
弛た

ゆ

ま
ず

　

盛
田
信
明

⑦

　ほんの僅かな間、綺麗なオレンジ色に染まって
いた山々ももうすぐ白い森となる季節となりまし
た。雪に埋もれてまっ白になるこの町の景色は、
東京や大阪より冬を実感できて、とても好きです。
　私は、緑のふるさと協力隊、そして地域おこし
協力隊として地域にかかわり３年目になりました
が、11月30日をもって、小国町を離れ、新たな
目標に向けチャレンジすることになりました。
　地域の活性化は、そこに住んでいる人達が、将
来に向けて積極的な感覚を持つことから始まると
思います。お世話になった皆さま、本当にありが
とうございました。この場を借りてお礼申し上げ
ます。

大変お世話になりました。
栗 本 美 紀

町
立
病
院
内
科
医
師
に　

　
　
　
　

作
田
和
裕
先
生
が
着
任

　

作
田
先
生
は
、
山
形
市
出
身
で
、

こ
れ
ま
で
県
立
新
庄
病
院
、
置
賜

総
合
病
院
で
勤
務
さ
れ
て
き
ま
し

た
。「
専
門
は
消
化
器
内
科
で
す
。

診
療
に
あ
た
っ
て
は
、
患
者
さ
ん

ひ
と
り
一
人
の
訴
え
を
よ
く
聞
い

て
、
不
安
を
和
ら
げ
る
よ
う
心
が

け
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

～町長室便り～
雨ニモマケズ③

　

10
月
１
日
か
ら
、
町
立
病
院
内

科
に
作
田
和
裕
先
生
が
着
任
し
、

診
療
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
。町立病院　内科医師

作 田 和 裕　先生

新嘗祭献穀式　山形県からの出席者
（前列左）石垣正憲さんご夫妻、（前列右）
山口満さんご夫妻、（後列左から）盛田町長、
山形県農林水産部菅野滋部長、西置賜農業
技術普及課嶋津誠課長

シリーズシリーズ
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特
別
徴
収
と
は
？

　

特
別
徴
収
と
は
、
事
業
主
が
毎

月
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
個

人
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
を
天

引
き
し
、
納
税
義
務
者
で
あ
る
従

業
員
の
か
た
に
代
わ
っ
て
市
町
村

に
納
め
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

〜
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
〜

事
業
主
の
具
体
的
な
事
務
は
？

　

個
人
住
民
税
の
税
額
計
算
は
、

市
町
村
が
行
い
ま
す
の
で
、
所
得

税
の
よ
う
に
事
業
主
が
税
額
計
算

や
年
末
調
整
を
す
る
手
間
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

　

税
額
通
知
書
を
５
月
に
送
付
し

ま
す
の
で
、
従
業
員
ご
と
に
記
載

さ
れ
た
税
額
を
６
月
の
給
与
か
ら

差
し
引
い
て
翌
月
の
10
日
ま
で
に

納
入
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
年
度
途
中
で
従
業
員
の
退

職
・
就
職
が
あ
っ
た
場
合
は
、
届

出
に
よ
り
税
額
変
更
通
知
を
送
付

し
ま
す
。

切
り
替
え
の
手
続
き
は
？

　

平
成
25
年
１
月
末
ま
で
に
提

出
い
た
だ
く
「
給
与
支
払
報
告
書

（
総
括
表
）」
に
特
別
徴
収
者
と
普

通
徴
収
者
（
中
途
退
職
者
等
）
の

人
数
を
記
入
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

特
別
徴
収
者
分
と
普
通
徴
収
者
分

に
給
与
支
払
報
告
書
を
仕
切
っ
て

提
出
い
た
だ
く
だ
け
で
切
り
替
え

手
続
き
は
完
了
で
す
。

〜
従
業
員
の
皆
さ
ま
へ
〜

こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

　　

従
業
員
の
皆
さ
ま
は
、
納
期
ご

と
に
金
融
機
関
へ
出
向
い
て
納
付

す
る
必
要
が
な
く
、
納
め
忘
れ
も

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
普
通
徴
収

が
年
４
回
で
あ
る
の
に
対
し
、
特

別
徴
収
は
６
月
の
給
与
か
ら
翌
月

５
月
の
給
与
ま
で
年
12
回
に
分
け

て
毎
月
納
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

１
回
あ
た
り
の
負
担
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

■ 

問
合
先　

町
民
税
務
課
税
政
管

理
室
（
☎
62
―
２
４
０
３
）
へ

特別徴収の方法による納税のしくみ
①給与支払報告書の提出
　（１月31日まで）

③特別徴収税額の通知
　（５月31日まで）

⑤個人住民税の納入　
　（翌月10日まで）

③特別徴収税額の通知

④給与支払
　毎月の給与から税額を引き去り
　（６月から翌年５月まで）

市町村 給与支払者
（事業主）

給与所得者
（従業員）②税額の計算

　

地
方
税
法
に
よ
り
、
所
得
税
を
給
与
か
ら
源
泉
徴
収
し
て

い
る
事
業
主
は
、
す
べ
て
の
従
業
員
に
つ
い
て
個
人
住
民
税

を
特
別
徴
収
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成

25
年
度
か
ら
西
置
賜
地
区
で
は
、
特
別
徴
収
の
完
全
実
施
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
か
ら

個
人
町
・
県
民
税
の
特
別
徴
収
を
完
全
実
施

個
人
町
・
県
民
税
の
特
別
徴
収
を
完
全
実
施
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家
庭
に
お
い
て
最
も
多
く
の
水

が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
お
風
呂
で

す
。
次
い
で
、
炊
事
、
洗
濯
、
ト

イ
レ
と
続
き
ま
す
。
一
般
的
な
節

水
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
家
族
み
な
さ
ん
で
話
し
合
い

な
が
ら
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

お
風
呂
で
の
節
水
方
法

・ 

シ
ャ
ワ
ー
は
こ
ま
め
に
閉
め
る

（
１
分
間
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す

る
と
約
12
㍑
も
の
水
が
流
れ
ま

す
）

・ 
残
り
湯
を
洗
濯
や
掃
除
、
ト
イ

レ
の
洗
浄
等
に
利
用
す
る
。

・ 
湯
量
は
必
要
な
分
だ
け
浴
槽
に

た
め
る
よ
う
に
す
る
。

・
沸
か
し
す
ぎ
な
い
。

・ 

足
し
湯
が
少
な
く
て
す
む
よ
う

に
家
族
が
連
続
し
て
入
浴
す
る
。

洗
濯
で
の
節
水
方
法

・
ま
と
め
洗
い
を
す
る
。

・
洗
剤
は
適
量
を
使
用
す
る
。

・ 「
注
水
す
す
ぎ
」
で
は
な
く
「
た

め
す
す
ぎ
」
を
用
い
る
。

台
所
で
の
節
水
方
法

・ 

食
器
や
野
菜
な
ど
は
適
切
な
水

量
で
洗
う
。

・
洗
剤
は
適
量
で
使
用
す
る
。

・ 

流
水
で
は
な
く
、
た
め
洗
い
を

心
が
け
る
。

・ 

油
汚
れ
な
ど
は
あ
ら
か
じ
め
、

紙
や
布
で
ふ
き
取
っ
て
お
く
。

・ 

味
噌
汁
や
ス
ー
プ
、お
茶
、コ
ー

ヒ
ー
な
ど
は
必
要
な
分
だ
け
つ

く
る
。

洗
面
所
で
の
節
水
方
法

・
歯
磨
き
に
は
コ
ッ
プ
を
使
用
す

る
。

・
洗
顔
に
は
洗
面
器
を
使
用
す
る
。

・
洗
髪
時
、
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し

に
し
な
い
。

事
業
所
等
で
の
節
水
方
法

・ 

蛇
口
は
こ
ま
め
に
閉
め
ま
し
ょ

う
。

・ 

レ
バ
ー
式
の
蛇
口
は
勢
い
よ
く

水
が
出
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
操
作

し
ま
し
ょ
う
。

・ 

お
客
様
や
従
業
員
の
皆
さ
ん
に

も
節
水
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

・ 
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
設
備
は
点
検

を
行
い
、
故
障
や
漏
水
の
早
期

発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■ 

問
合
先　

地
域
整
備
課
水
道
管

理
室
（
☎
62
―
２
４
３
１
）
へ

冬季も

節水に
ご協力を

　

町
の
上
水
道
の
主
な
水
源
は
、

長
沢
地
区
に
あ
り
、
水
源
の
水
は
、

雨
や
雪
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
自

然
の
地
下
水
を
く
み
上
げ
て
い
ま

す
。

　

本
年
の
夏
を
振
り
返
る
と
、
８

月
中
の
降
水
量
は
36
ミ
リ
と
非
常

に
少
な
か
っ
た
た
め
、
水
源
地
の

水
が
不
足
し
ま
し
た
が
、
町
民
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
時
間
断

水
や
減
圧
調
整
な
ど
を
実
施
せ
ず

に
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
厳
冬
期
に
入
り
、
気

温
の
低
い
日
が
続
く
と
、
雪
が
解

け
な
い
た
め
、
地
下
に
水
が
浸

透
せ
ず
、
渇
水
傾
向
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
冬
季
に
お
い
て

も
、
町
民
皆
さ
ん
に
は
、
引
き
続

き
、
節
水
の
取
り
組
み
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

小
国
町
議
会
で
は
、
町
民
へ

の
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

議
会
か
ら
の
情
報
発
信
、
情
報

提
供
を
積
極
的
に
行
う
た
め
、

議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

を
始
め
ま
す
。

■
放
映
概
要

　

平
成
24
年
12
月
定
例
会
か
ら
、

本
会
議
の
映
像
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
放
映
し
ま
す
。「
ラ

イ
ブ
中
継
」
と
「
録
画
映
像
」

を
放
映
し
ま
す
の
で
、
議
会
審

議
を
い
つ
で
も
ご
覧
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
ア
ク
セ
ス
方
法

　

小
国
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
ほ

か
、
役
場
２
階
ロ
ビ
ー
の
テ
レ

ビ
で
も
ラ
イ
ブ
中
継
を
行
い
ま

す
。

■
問
合
先　

議
会
事
務
局
へ

議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
が
始
ま
り
ま
す
。
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扶 養 手 当
・配偶者　13,000円／月
・扶養親族１人につき6,500円（配偶者がない場合11,000円）
　（満16歳から22歳までの子につき5,000円加算）

住 居 手 当 ・借家　月額12,000円を超える家賃を支払っている職員に対し、
　　　　27,000円／月を限度に家賃に応じて支給。

通 勤 手 当
通勤距離2.0㎞以上を対象に支給。
・交通機関等利用の場合　運賃等相当額　限度額55,000円／月
・自動車等利用の場合　距離数に応じて支給　2,500円～30,900円／月

期末勤勉手当

時 間 外
勤 務 手 当

区　　分 支給総額 １人当たり平均支給額

22年度決算額 26,212千円 232千円

23年度決算額 23,515千円 214千円

退 職 手 当

月　　額 減 額 後 期末手当

給 料

町 長 810,000円 688,500円 ６ 月期　1.4月分

12月期　1.5月分

合　 計　2.9月分

副 町 長 630,000円 567,000円

教 育 長 560,000円 532,000円

報 酬

議 長 310,000円 － ６ 月期　1.4月分

12月期　1.5月分

合　 計　2.9月分

副 議 長 250,000円 －

議 員 235,000円 －

１週間の勤務時間
勤務時間の割り振り

週休日
始業時間 終業時間 休憩時間

38時間45分 ８：30 17：15 12：00～13：00 土曜日・日曜日

有給　年次有給休暇・病気休暇・特別休暇（結婚、出産、忌引き、夏期休暇、社会奉仕活動など）　
無給　介護休暇・組合休暇

■問合先　総務企画課行政管理室（☎62－2112）へ

■休暇制度の概要

■勤務時間（標準的なもの）

■特別職の報酬の状況

■職員手当の状況（一般職） （平成24年４月１日現在）

（各年度一般会計決算）

（平成24年４月１日現在）

（平成24年４月１日現在）

　小国町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例
に基づき、職員数、給与、勤務条件等の状況について、
その概要を町民の皆さんにお知らせします。

町職員の給与・人事行政の内容をお知ら せします。せします。

23.50月
33.50月
47.50月
59.28月

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

30.55月
41.34月
59.28月
59.28月

自己都合 勧奨・定年

※定年前早期退職者に対して２％～20％の加算措置有り。

※ 平成24年度においては、４月１日～８月１日
分の給料について、町長15％、副町長10％、
教育長５％をそれぞれ減額しています。
※ 特別職の期末手当は、減額後の給料月額に
35％を加算したものに支給割合を乗じます。

基準日（６月１日、12月１日）に在職する職員に支給。

※３級以上の職員に対し、職務に応じて５％～15％の加算措置有り。

・６ 月期
・12月期

1.225月分
1.375月分

0.675月分
0.675月分

期末手当 勤勉手当
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男 女 合 計

一般行政職 １人 ２人 ３人

保 育 士 ０人 １人 １人

看 護 師 ０人 ２人 ２人

介 護 員 ０人 ２人 ２人

合 計 １人 ７人 ８人

一般行政職 税務職 医師職 医療技術職 看護
保健職

福祉職
（保育・介護）

企業職 技能労務職 その他
教育職 合計

23 年 度 97人 ９人 ３人 11人 42人 ８人 ２人 ６人 １人 179人

24 年 度 96人 ８人 ３人 11人 43人 11人 ２人 ４人 １人 179人

増 減 －１人 －１人 ０人 ０人 １人 ３人 ０人 －２人 ０人 ０人

男 女 合 計

定 年 退 職 ２人 ２人 ４人

勧 奨 退 職 １人 ３人 ４人

普 通 退 職 １人 ０人 １人

合 計 ４人 ５人 ９人

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

標準的な職務 主事・主事補 主任 係長・主査 室長・補佐 主幹 課長

職 員 数 12人 30人 28人 12人 ６人 ８人

構 成 比 12.5％ 31.3％ 29.2％ 12.5％ 6.2％ 8.3％

住民基本台帳人口 歳 出 総 額（A） 人 件 費 （ B ） 人 件 費 率（B ／ A） 22 年 度 人 件 費 率

8,743人 6,216,831千円 918,802千円 14.8％ 14.5％

区 分 職 員 数（A）
給　　与　　費 １ 人 当 た り

給 与 費
（ B ／ A ）給 料 職 員 手 当 期末勤勉手当 計 （ B ）

23年度 113人 415,241千円 72,551千円 146,189千円 633,981千円 5,610千円

24年度 110人 406,688千円 69,180千円 143,653千円 619,521千円 5,632千円

区　　　　分
平成23年度 平成24年度

平 均 年 齢 平均経験年数 平均給料月額 平 均 年 齢 平均経験年数 平均給料月額

一 般 行 政 職 42.4歳 21.2年 300,700円 42.2歳 20.8年 301,700円

技 能 労 務 職 50.3歳 29.8年 289,900円 46.8歳 25.0年 271,200円

小国町 国

一般行政職
大学卒 161,600円 172,200円

高校卒 140,100円 140,100円

技能労務職 高校卒 125,400円 137,200円

21年度 22年度 23年度

小 国 町 90.7 91.5 90.5

県内町村平均 95.1 95.8 95.9

全国町村平均 94.6 95.1 95.3

■採用の状況 ■退職の状況

■職員数の状況

■一般行政職の級別職員数の状況

■人件費の状況

■職員給与費の状況

■平均給与月額・平均年齢

■初任給の状況 ■ラスパイレス指数の水準

（平成24年４月１日） （平成23年４月１日から平成24年３月31日）

（各年度４月１日現在）

（平成24年４月１日現在）

（平成23年度一般会計決算）

（各年度一般会計当初予算）

（各年度４月１日現在）

（各年度４月１日現在）（平成24年４月１日現在）

町職員の給与・人事行政の内容をお知ら せします。町職員の給与・人事行政の内容をお知ら 

※小国町では大学卒の初任給は、初級試験採用の適用となります。 ※ ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を100とした場合の給与水準を
示す指数です。

※ 町長、副町長、教育長を除いた人数です。
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　本年度末をもって閉校する北部小中学校の閉校記念碑除幕式が、11月４日、同校で行
われ、校章と校歌、「ほくぶ　美

うるわ

しき母校」と記された記念碑が披露されました。
　式には、町関係者、教職員、児童生徒、地域住民が出席し、あいさつに立った「明日の
北部を築く会」の山口英彦会長は、「すばらしい歴史と文化を育んだ伝統ある母校に感謝
するとともに、この記念碑が北部の皆さんとともに末永く光り輝くことを祈っています。」
と述べました。

　第62回山形県統計グラフコンクールに
おいて、小国中学校３年の島田夏綺さんの
作品「どうする？高校選択　連携入試 or 一
般入試」が最高賞である山形県知事賞を受
賞しました。
　このコンクールは、統計の役割と重要性
について、県民皆さんの理解を深めてもら
うとともに、その発展と普及を目指して、
毎年開催されているものです。

　「白い森杯柔道大会2012」が、11月17日、
町民体育館で開かれました。
　県内外から大勢の中学生選手が集まるこ
の大会は、今年で10回目の開催となりま
した。当日は、県内外から約410人の選手
が出場。豪快な投げ技が決まると、観客席
から大きな歓声があがっていました。
　また、会場周辺では、小国町認定農業者
協議会などによる物産販売も行われました。

島田夏綺さんが県知事賞を受賞 中学生が柔道で熱戦
～山形県統計グラフコンクール～ ～白い森杯柔道大会2012～

みんなの想いを
記念碑に込めて

～北部小中学校閉校記念碑除幕式～



笑顔キラリ笑顔キラリSmile.20
舟山　悠さん
DATA
●ふなやま　ひさし
●年齢／24歳
●住まい／綱木箱口
●趣味 ／野球、フットサル
　　　　映画鑑賞
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食育の大切さを学びました

Funayama
　   Hisashi

～食の安心安全啓発講演会～

　消費者行政活性化事業「食の安心安全啓
発講演会」が、11月18日、総合センター
で開催され、「地産地消と食育の大切さ」
と題して、香川県の元小学校校長の竹下和
男氏が講演を行いました。
　竹下氏は、教員時代のエピソードを紹介
しながら、「食育として、ぜひ子や孫に、
調理や後片付けなどを含めた弁当づくりを
経験させてほしい。子や孫へ料理をつなぐ
ことは命をつなぐこと。」と語りました。

　小国高校活動報告会が、11月20日、総合
センターで開催されました。
　当日は、国際・情報教育として実践して
いる米国短期留学などの活動や、大学等の
高等教育機関と連携して取り組んでいる地
域学習「地域文化学」の学習成果が発表さ
れました。
　生徒からは、「小国高で学んだことを、
今後さらに追及したい。自分の進路選択に
生かしていきたい。」との声が聞かれました。

活動の成果を発表
～小国高校活動報告会～

　小国を離れ、都内で仕事をしてい
ましたが、林業に興味があったこと
と地元を元気にしたいという思いで
一年半前に小国町に戻り、現在は、
小国町森林組合で造林事業に取り組
んでいます。
　スポーツ全般に関心があり、専門
学校ではスポーツトレーナーに関す
ることを学んできました。小国では、
スポーツクラブＹｕｉのスタッフと
して、また、小国中学校野球部のコー
チとして、スポーツ指導に関わって
います。今後も仕事とスポーツ指導
を両立させながら、スポーツに取り
組む人が自分の目標を達成できるよ
うサポートしていきたいと思います。



お知らせコーナー
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２
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。
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。
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だ
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■
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５
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■ 

申
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・
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
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こ
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れ
和
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（
☎
０
５
０
―

７
５
０
７
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５
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５
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町内の空間放射線量を
お知らせします。

～いずれの場所の数値も
　人体に対して影響のない水準です～

■11月24日の空間放射線量

※測定値は地上から50㎝の高さの値で、単位
　は１時間あたりのマイクロシーベルトです。

■問合先　町民税務課町民生活担当へ

測定場所 測定値
（µSv/h）

北部小中学校　グラウンド 0.10
沖庭小学校　グラウンド 0.10
旧小玉川小中学校　グラウンド 0.10
旧玉川小中学校　グラウンド 0.09
小国小学校　グラウンド 0.12
小国中学校　グラウンド 0.11
叶水小中学校　グラウンド 0.11
旧伊佐領小学校　グラウンド 0.11
旧白沼小中学校　グラウンド 0.11

ご
案
内



今月の出前町長室は以下のとおりです。お気軽においでください。
　25日㈫ 10：00～11：00、15：00～16：00【アスモ街なか情報ステーション】

shiroimori@town.oguni.yamagata.jp  0238（62）2611町長室専用メール 町長室専用FAX
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。
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セ
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ら
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問
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

１．各健診の日程等
　■１歳６カ月児健診
　・期　　日　12月14日㈮
　・受付時間　12：30～13：00
　・対　　象　平成23年４月、５月
　　　　　　　６月生まれ
　■４カ月児健診
　・期　　日　12月21日㈮
　・受付時間　13：10～13：20
　・対　　象　平成24年８月生まれ
　■１歳児健診
　・期　　日　12月21日㈮　　　
　 ・受付時間　13：00～13：10
　・対　　象　平成23年12月生まれ
２．場　所　健康管理センター
３．その他　母子健康手帳を持参く
　　　　　　ださい。
４．問合先　健康管理センターへ

1212月月のの
保保健健カレカレンンダーダー

　右の表は、11月27日現在でハロー
ワークへ登録された求人のうち、小国
町をおもな就業先としている求人情報
です。既に雇用が確定している場合も
ありますので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハロー
ワーク長井（☎84－8609）へ。

今月の納税
　12月の税金等の口座振替は、
次のとおりです。振替日の前日
まで、指定の口座に入金してく
ださい。
●12月25日㈫　固定資産
税（４期）、国民健康保険
税・後期高齢者保険料
●12月26日㈬　水道料  
●１月４日㈮　介護保険
料、下水道料・簡易水道料、
住宅使用料、保育料等  

■問合先
　町民税務課税政管理室へ

２０１２.１2

※今月は、11月以降に登録された求人を掲載しています。

事業所名 職　　種 求人数 勤務時間

ア ク サ 生 命 保 険 ㈱
長 井 営 業 所

商工会議所・商工
会共済・福祉制度
推進スタッフ

6人 9：15～17：00

㈲ 花 の ひ ら の 生花販売・配達 1人 8：00～19：00の間の
8時間程度

㈱ケイ－プロダクツ ショッピング
サイト管理 1人 9：00～18：00

斉 藤 建 設 ㈱ 土木施工管理技士 1人 8：00～17：00

大 和 建 設 運 輸 ㈱
大型トラック運転
手、重機運転手、
土木管理施工技士

6人 8：00～17：00

第 一 ホ ー ル 小 国 店
㈲コンズカンパニー ホールスタッフ 1人 8：30～16：15、8：30～17：30

16：00～23：00、15：00～23：00

㈱パソナ　パソナ・仙台 当日集票業務 1人 20：00～0：00

㈱ 金 十 商 店 レジ業務・生鮮作
業業務 2人 9：00～15：00

16：00～19：30

㈲ 蔵 王 ス ト ア ー レジ係（販売員） 1人 8：30～18：00の間の
8時間程度



●ホームページアドレス http://www.town.oguni.yamagata.jp　●斎場夜間受付（17：00～21：00） ☎023－645－3077
●携帯電話向けサイト http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
●総合センター（教育委員会事務局） ☎62－2141　●小国町健康管理センター（健康福祉課） ☎61－1000
●子育て支援センター ☎62－2330　●町民体育館 ☎62－5421　●町立病院 ☎61－1111　●老人保健施設 ☎61－1200
●癒しの園ホームページアドレス　http://www.ogunibyoin.jp/
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相　談

・・・休館日・・・　毎週月曜日・祝日

　◇海賊と呼ばれた男　　　　　　　　　　　百 田  尚 樹
　◇神様のカルテ３　　　　　　　　　　　　夏 川  草 介
　◇ユニクロ　世界一をつかむ経営　　　　　月  泉 　 博
　◇ソロモンの偽証　　　　　　　　　　　　宮部みゆき

～新着図書～

　個人の白色申告者のうち前々年分あるいは前年分
の事業所得、不動産所得又は山林所得の合計額が
300万円を超えるかたに必要とされていた記帳と帳
簿書類の保存が、これらの所得を生ずべき業務を行
う全てのかた（所得税の申告の必要がないかたも含
みます）について、平成26年１月から同様に必要
となります。
　詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.
go.jp）に掲載されていますので、ご覧ください。
■問合先　長井税務署（☎84―1810）へ

　労働保険とは、労災保険と雇用保険と
を総称した保険であり、労働者を１人で
も雇用している事業主は加入する義務が
あります。
　労働保険は、労働者が業務上や通勤途
上で被災した場合の保険給付や、失業し
た場合に支給する保険給付を行うもので、
職場の安全、雇用の安定を図るために重
要な役割を果たしています。社員、従業
員、アルバイトなど１人でも雇っていれ
ば、今すぐ労働保険に加入しましょう。
■問合先　山形労働局労働保険徴収室
　　　　　（☎023―624―8225）へ

平成26年１月から、記帳・帳簿等の
保存制度の対象者が拡大されます

年金相談 ……………………………
■日　時　12月12日㈬
　　　　　10：30～14：00
■場　所　役場町民相談室
■対応者　米沢年金事務所職員
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先　
　町民税務課住民窓口担当へ
人権相談 ……………………………
■日　時　12月７日㈮
　　　　　10：00～14：00
■場　所　総合センター
■対応者　町人権擁護委員
■問合先　町民税務課住民窓口担当へ
山形県若者就職支援センター

出張相談  in  置賜
■相談日　毎週火・金曜日
　　　　　（祝日、年末・年始を除く）
■時　間　10：00～17：00
■場　所　山形地方法務局米沢支局
　　　　　２階相談室
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先
　山形県若者就職支援センター
　（☎090―8922―2449）へ

　平成25・26年度に行う①建設工事（定期申請）、
②測量・建設コンサルタント業務等（定期申請）及び、
平成24・25年度に行う③物品納入及び役務提供（追
加申請）の登録申請を受付けます。

▶受付期間
①及び②：平成25年２月１日㈮
　　　　　～平成25年２月20日㈬
　　　③：平成24年３月19日㈪
　　　　　～平成25年２月28日㈭
※郵送の場合当日消印有効、③は現在受付中。
▶申請先／〒992－0012　
　米沢市金池三丁目１番５５号
　置賜広域行政事務組合　事務局施設課施設係　
　☎０２３８（２３）３２４６
▶申請に必要な書類等、詳細は本組合ホームページ
　（http://www.okikou.or.jp/）をご覧ください。

置賜広域行政事務組合
指名競争入札参加登録申請

の受付について

労働保険加入手続きは
お済ですか？



●小国町役場　☎62－2111㈹ fax62－5464
●行政管理室　☎62－2112　　●政策企画室 ☎62－2264　●住民窓口担当・町民生活担当 ☎62－2260
●国保医療担当 　☎62－2261　　●税政管理室 ☎62－2403　●会　計　室 　☎62－2406
●農林振興室　☎62－2408　　●商工観光室 ☎62－2416　●建設管理室・水道管理室 ☎62－2431
●建設技術室　☎62－2432　　●議会事務局 ☎62－2448
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水 道 町 立 病 院 ご み 収 集
小国リレー
セ ン タ ー

総合センター
町民体育館

温水プール

29日㈯ 山一住設㈱
☎61-0123 休診 一部地域 受け入れ可 休み 通常どおり

30日㈰ 清水設備
☎67-2127 休診 休み 休み 休み 通常どおり

31日㈪ 小関住宅設備
☎62-5347 休診 休み 休み 休み

10：00　　　
　～16：30

（最終受付16：00）

１月１日㈫ パイプライン
☎62-2461 休診 休み 休み 休み 休み

２日㈬ 津島屋電機店
☎62-2537 休診 休み 休み 休み

10：00　　　
　～16：30

（最終受付16：00）

３日㈭ 設備佐藤
☎62-5606 休診 一部地域 休み 休み

10：00　　　
　～16：30

（最終受付16：00）

問合先 地域整備課
水道管理室 町立病院 町民税務課

町民生活担当

小国リレー
センター
☎63-2251

総合センター
町民体育館

温水プール
☎62-4248

年末年始の休館情報等について

■受付期間　　平成24年12月11日㈫
　　　　　　　　　　 ～12月13日㈭まで
■受付時間　　８：30～18：30
■受付場所　　健康管理センター
■対 象 者
　◎ おぐに保育園、白百合保育園、すみれ保

育園は、家庭で保育することができない
乳幼児

　◎ あさひ保育園、叶水保育園は、家庭で保育
することができない概ね２歳以上の幼児

　◎ 中央児童室は、放課後に家庭で養育する
ことのできない、小学１年生から３年生
までの児童（今年度入所している方も新
たに申し込みが必要です。）

■   申込方法
　申込書に必要事項を記入の上、受付期間
内に提出してください。申込書は、健康管理
センター及び各保育園に準備してあります。
■そ の 他
　◎ 保育園について

　・ 定員を超えた場合は、希望する施設に入
所できない場合があります。

　・ 入所期間は、小学校に入学するまでの範
囲内で希望することができます。

　◎中央児童室について
　・ 今回の申し込み結果によって平成25年度

の受け入れ体制を検討するため、入所を
予定している方は必ず期間内に申し込ん
でください。

　※定員　中央児童室　　　４０名
　　　　　中央児童室分室　３０名

【保育所一覧】の閲覧
　健康管理センターに「保育所一覧」を備え
ています。施設の状況、保育内容の詳細、町
の保育事業などが記載されていますので、資
料として活用してください。
・閲覧期間　12月３日㈪～　※閉庁日除く
・閲覧時間　８：30～17：15
■問合先　健康管理センターへ

平成25年度の保育園・へき地保育所・中央児童室の
入所申し込みを受け付けます
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誕生おめでとうございます。誕生おめでとうございます。

結婚おめでとうございます。結婚おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。おくやみ申し上げます。

その八　ふくらはぎのエクササイズ

人口のうごき
人　口　男・・・4,252人（＋ ２） 
 女・・・4,493人 （－12） 
 計・・・8,745人 （－10） 
世帯数　　　　3,233世帯（＋ ２）

平成24年10月31日現在

※お問合せ先 ☎６２－５８０８
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エクササイズのポイント
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戸籍のまど戸籍のまど戸籍のまど戸籍のまど

　ふくらはぎには、腓
ひ ふ く

腹筋（ふくらはぎの上部）や
下
か た い さ ん と う

腿三頭筋（ふくらはぎ部分）、ヒラメ筋（ふくら
はぎの下部）などの筋肉があります。
　これらの筋肉は、運動時に足首を伸ばす働きをす
るだけでなく、足の血液を、筋肉の収縮によるポン
プ作用で、心臓に戻す役目も果たしています。エ
クササイズ等で鍛えることは、足首の筋力強化にな
りますし、捻挫などの怪我の予防にもつながります。
また、腓腹筋（ふくらはぎの上部）は、鍛えて発達
させると、膝下がスッキリ見えるようになります。

腓腹筋のエクササイズ
　階段などの段差に足指を掛
けて、ゆっくりと上下に動く。
10回程度から徐々に増やし
ていきましょう。
　危険防止のために手すりな
どにつかまりましょう。

ヒラメ筋のエクササイズ
　椅子にすわって行います。上
体を真っ直ぐに保ち、台に足指
を引っ掛けた状態で膝を上下さ
せます。余裕があれば上から膝
を押して圧を掛けてみましょう。
10回程度から徐々に増やして
いきましょう。

編集後記
　

今
月
は
除
雪
に
関
す
る

記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

編
集
に
あ
た
っ
て
、「
38

豪
雪
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当
時
の
写
真
を
見

て
み
る
と
、
ス
コ
ッ
プ
で

ト
ラ
ッ
ク
に
雪
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積
み
込

む
人
々
や
、
雪
が
家
の
２

階
ほ
ど
の
高
さ
に
積
も
っ
た
道

路
を
歩
く
人
々
、
空
輸
さ
れ
る

救
援
物
資
を
受
け
取
る
人
々
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。
時
代
の
移

り
変
わ
り
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

取
材
を
通
じ
て
、
小
国
に
生
き

て
き
た
か
た
が
た
が
、
助
け
合

い
な
が
ら
、
困
難
を
乗
り
越
え
、

現
在
に
通
じ
る
雪
対
策
の
仕
組

み
づ
く
り
を
築
き
上
げ
て
き
た

こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
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